
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

夏のボランティア体験2023受入施設・参加者一覧

〇児童・乳幼児関係
〇高齢者関係
〇障がい者関係
〇ボランティアグループ
〇医療機関
〇図書館

33
9
5
1
1
1
50

204
24
6
1
2
7

244

受入施設 施設数 参加人数

合計

←次項関連記事 ※この事業は、「赤い羽根共同募金」を
財源に行われています。

　「夏のボランティア体験事業」が、７月から８月の夏
休みの間を利用して行われ、中学生・高校生244名が
参加しました。
　参加者は、高齢者・障がい者施設、子ども園、児童ク
ラブや図書館など、50カ所の受け入れ先でボラン
ティア活動に取り組みました。
　この事業は、活動を通して様々な人とふれあうこと
や、事後研修での参加者同士の振り返りにより、新し
い発見や、「ともに生きていく」視点について考え、社
会福祉についての理解や支え合いの心を養い、福祉
の心を醸成していくことを目的に、実施しています。
　受入施設の皆様、ご協力ありがとうございました。

まにわまにわ
社協だより 20232023

月号月号99

中学生・高校生244名が活躍！中学生・高校生244名が活躍！

地域で出会い・つながる地域で出会い・つながる
夏のボランティア体験 久世こども園（久世）でのボランティア活動

事前研修の様子（久世）

おにいちゃん！
こっちきて～☆

　夏ボラを通して気づいた事は、子ども園の仕事は、子
どもから目を離さずに仕事をこなすことや、子どもとう
まく接していくことが大事だと思いました。

　みんなと外で体を動かしたり、一緒に物作りができ
て楽しかったです。
小さい子と遊んで、相手のことを考える事が大切だな、
と思った体験でした。

【参加者の声】

久世中学校２年　谷田 功郎さん
たにだ　　 こお

久世中学校２年　北川 連央さん
きたがわ　　れお
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利用者の方と一緒に商品の
製造のお手伝いをしました

一緒にゲームをしたり、楽しくふれあいました。

レクリエーションのお手伝いなど
で利用者の方と交流しました

介護老人保健施設 ゆうあい（勝山）

　将来医療の仕事に就きたいことと、真庭市に
貢献したい思いがあり、参加しました。
　職員さんが利用者一人一人に合わせたご飯を
考えていたり、リハビリがどんなものがいいかと
教えたりとすごいと思いました。夏ボラを通し
て、将来の仕事選択に役立ちました。

ワークスひるぜん（八束）

「夏のボランティア体験2023」活動報告

勝山高校２年　妹尾百恵さん

　私は将来、社会福祉士を目指しており、福祉の
関係の仕事につきたいと思い、ボランティアに参
加しました。
　利用者と交流しながら、職員さんと利用者の
関わりも見せてもらい、一人一人に合った接し方
をしており、とても勉強になりました。将来に向け
て頑張ろうと思えるボランティアになりました。

勝山高校２年　宮田花凛さん

　今年は４年ぶりに夏ボラの方々を受け入れる
ことができ、大変嬉しく思います。
　利用者様を迎えるにあたっての準備や配膳、
レクリエーションや体操にも一緒に参加してい
ただきました。何よりよかったと感じたのは、利
用者様が嬉しそうに笑顔で高校生ボランティア
の方とお話をされている姿です。また、ボラン

ティアにとっても
「相手の気持ち
になって考えるこ
とがとても大切
である」というこ
とを感じ、学べる
機会となり、よ
かったと思いま
す。

ゆうあい　菅原摂子さん

　障がい者就労支援に興味を持ち、参加させて
いただきました。利用者の方と一緒に作業を行
い、商品を製造していくことに達成感があり、と
ても楽しかったです。
　また、できるだけ不良品が出ないように、一つ
一つの作業を丁寧に行うことで、環境にも優し
く製造していることを学びました。

真庭高校２年　二若智帆さん

　昨年同法人内の入所施設、今年はワークスひる
ぜんでボランティアをしていただきました。
　私たちの事業所は毎日20名近くの利用者の方
が通所され、働くことを軸に支援を行っています。
　利用者の方と一緒に働きながら関わってもらう
ことで、障がいへの理解を深めていただけたと思
います。
　この体験を通して、生徒さんの将来に何かしら

プラスに繋がれば、嬉
しく、楽しみでもあり
ます。

ワークスひるぜん  管理者  東山美子さん

放課後児童クラブ美川っ子（落合）

　将来福祉関係に進みたいのと、子どもが好きな
ので美川っこを希望しました。
　活動は大変でしたが、受け入れ先の方や、児童一
人一人と向き合うことが少ないので、良い経験とな
りました。
　子どもとの接し方など学ぶことが多く、感謝と将
来役に立つと思いました。

勝山高校3年　武田朱里さん

　将来栄養・児童に関する職に就きたいと思い
活動先に選びました。
　最初は小さい子供との接し方がうまくできる
か不安だったけど、受け入れ先の方の声かけも
あり、自然と打ち解け活動できました。

勝山高校3年　杉本美羽さん

　子どもたちの宿題を見て、声掛けをしてもらった
り、一緒に遊んだり子どもたちとふれあいの時間を
持ってもらいました。
　ボランティアさんと接することができ、大喜びで
した。
　３日間を通して、子どもたちと
接する楽しさ、大変さを経験さ
れたと思います。この経験を将
来のお仕事にぜひ活かしていた
だきたいと思います。

美川っ子  支援員  近藤亜紀子さん

日時 令和5年10月28日（土）10:00～16:00

場所 勝山文化センター（真庭市勝山319）

申込 各支所に備え付けの参加申込書を社協
本所又は、 最寄りの支所にご提出くだ
さい。（締切　令和5年10月16日〈月〉）

内容
①活動発表 「災害に備えた平時からの地域
活動等」  
②災害ボランティアセンタ―設置・運営訓練 
③活動発表「DWAT(災害派遣福祉チーム)の
活動」 

※申込書は社協ホームページからも
ダウンロードできます。→

お知らせ

災害ボランティア養成講座災害ボランティア養成講座

ご参加ください

せのう ももえ

みやた かりん

たけだ しゅり

すぎもと みう

こんどう あきこ

すがはらせつこ

ふたわか ちほ

ひがしやま よしこ
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

【
本
　
所
】

湯
川
　
広
樹（
樫
　
西
　
香
典
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し
）

十
字
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　（
　
中
　
　
篤
志
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）
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史
康（
久
　
世
　
香
典
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典
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典
返
し
）

黒
田
　
　
靖（
阿
　
口
　
見
舞
返
し
）

黒
田
　
　
靖（
阿
　
口
　
香
典
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亡
　
宮
本
　
繁

宮
本
　
泰
平（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

五
箇
　
　
渡（
野
　
川
　
香
典
返
し
）

神
本
　
清
市（
佐
　
引
　
香
典
返
し
）

村
岡
　
賢
吾（
西
河
内
　
香
典
返
し
）

村
岡
　
賢
吾（
西
河
内
　
忌
明
け
）

山
﨑
　
　
栄（
日
　
名
　
香
典
返
し
）

村
上
　
　
治（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

山
本
　
文
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手
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）
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垂
水
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【
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典
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典
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典
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典
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岡
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典
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典
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典
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典
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典
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岡
村
　
美
昭（
蒜
山
富
山
根

　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

山
口
　
　
勇（
蒜
山
上
徳
山

　
香
典
返
し
）

宮
尾
　
和
可（
蒜
山
上
福
田

　
香
典
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合
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千
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金 

七
月
三
十
一
日
〆

心配ごと相談所（9月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
湯原（湯原保健福祉センター）
中和（中和デイサービスセンター）

28日（木）
14日（木）
27日（水）
 1日（金）
21日（木）
8日（金）

※相談無料、予約不要です。

9時～12時

電話（0867）42－1005　FAX（0867）42－2263
※秘密は固く守られます。どちらの相談所でも相談可能です。

㈱
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ク
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仲
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）

二
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明
弘（
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）

横
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司
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度
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る
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と
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【
敬
称
略
】（
7
月
31
日
〆
）

災
害
義
援
金
寄
付
者

　
　
　 

【
敬
称
略
】（
7
月
31
日
〆
）

◇
令
和
5
年
台
風
第
2
号
等

　
　
　
　
大
雨
災
害
埼
玉
県
義
援
金

池
田
　
宗
弘

　真庭市社協では、九州地方の豪雨災害、台風２
号による大雨災害等により被害を受けた地域への
災害義援金を募集しています。
　皆様より集められた義援金は、共同募金会を通
じて被災地へと送られます。
　皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

　

７
月
27
日
、第
一
生
命
保
険（
株
）

津
山
西
営
業
オ
フ
ィ
ス
様
か
ら
、昨

年
に
続
き「
た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」事
業
へ
、社
員
皆
様
か
ら
集
め

ら
れ
た
食
料
品
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
食
料
品
は
、経

済
的
な
理
由
等
に
よ
り
支
援
が
必

要
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
へ
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災害義援金を
募集しています
災害義援金を
募集しています

真庭市社協本所・各支所
電話(0867)42-1005  FAX (0867)42-2263

※義援金の種類は、社協窓口または共同募金会
ホームページで確認できます。
（災害義援金の募集内容により、受付期間が異
なります）

義援金受付先・窓口

第一生命保険 竹内部長から寄付品を受けとる
國米事務局長

た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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　7月6日(木)、湯原小学校6年生の生徒7名が総
合学習の時間で、社協湯原支所の見学に訪れま
した。
　はじめに、福祉について説明を行い、「ふくし」
とは、すべての人々のふだんのくらしをしあわせ
にする、という意味でふくしと呼んでおり、自助・
共助・公助の力で地域福祉を進めていることや、
社協事業について説明しました。
　生徒に福祉や社協の印象について聞くと「お年
寄りにやさしい」「障がい者にも優しい」といった
イメージを持っていました。
　また、その後の施設見学では、湯原保健福祉セ
ンターに初めて来た生徒がほとんどだったことも
あり、興味津 に々見学していました。
　デイサービスの見学では、ご利用者との交流も
でき、生徒さんからご利用者に向けた七夕の短冊
を書いていただきました。
　社協では、学生や地域の方へ福祉について学

　デイサービス輝ららは、湯原保健福祉センター
内（真庭市下湯原47）にある地域密着型の通所介
護事業所です。
　７月末現在で男性１１名、女性２０名の計３１名
が利用されており、湯原・美甘、蒜山方面に送迎を
行います。
　輝ららでは、自宅までの送迎、体調観察や入浴
介助、昼食の提供、体操やレクリエーション活動等
のサービスを提供しています。外出機会を持ち、
他者との交流や活動を通じて楽しい時間を過ごし
ていただけるように支援を行っています。
　また、入浴時に使用する湯は温泉を使用してお
り、ご利用者から「芯まで温まるなあ」など喜びの
声が聞かれ、ご好評をいただいています。
　余暇時間には、パズルや塗り絵のほかにクラフ
ト活動や季節に応じた壁画を作成しています。
　最近のクラフト活動では折り紙を使用して折り
鶴や箱作りを行いました。折り方が難しく悩みな

湯原地域から
こんにちは！

藤井勇汰専門員

デイサービス利用者の方に質問を行う様子

生徒の感想
・ 子供からお年寄りまで安心して暮らしてい
ける事が分かった。

・ 福祉サービスがあると自分がお年寄りに
なっても安心して暮らせると思った。

きょうちゃんの 今回は、デイサービス
輝ららの紹介！

真庭市社協イメージキャラクター
「きょうちゃん」

身体も心もポカポカ♨
デイサービス輝ららをご利用ください♪
身体も心もポカポカ♨
デイサービス輝ららをご利用ください♪
身体も心もポカポカ♨
デイサービス輝ららをご利用ください♪

がらも皆様でワイワイ楽しんで作品を完成させる
ことができました。
　これからもご利用者やご家族に利用してよかっ
たと思っていただけるようなデイサービスを目指し
ます。

今年も多くの学生さんがボランティア活動に参加されました。取材に行くと、少し恥ずか
しそうだったり、緊張しながらも頑張っている姿を見ることができ、就職したての自分を思
い出して初心に帰ることができました。

広報担当の
つぶやき

真庭市社協HP

んでもらうため、福祉学習プログラムを作成して
います。
　「福祉について学びたい」「どうやって学んだら
いいか」等ありましたら、社協までご相談ください。

ご利用
お待ちしています♡

↑利用者の方が作成した作品

湯原小学校6年生、
福祉や社協について学ぶ
湯原小学校6年生、
福祉や社協について学ぶ

真庭市社協湯原支所　電話：0867-62-7111
※サービスの利用には介護保険の申請が必要と
なります。

お問い合わせ


